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※申込方法等、詳細については，裏面をご覧ください

主催／県立但馬文教府

◆概要◆

昔から住み続けてきた伝統的な街並みと共に、
災害を越えて命を守るためには、住民自らが実
践可能な防災計画を、自らの手でつくる活動が
基礎になります。大規模災害の際には公的機関も
被災しています。助けを待つだけでなく、自分た
ちでできることを助け合いながら実行するため
には、住民の目線から見た地域の災害危険性の
評価と、住民でできることを訓練で確認しあう作
業が必要です。ここでは歴史地区である吉良川を
事例に、住民ワークショップと発災対応型防災訓
練の進め方について学びます。

・専門分野
歴史都市や文化遺産の防災設計、
歴史を活かした防災まちづくり手法の開発

・出石重要伝統的建造物群保存地区防災計画策定
受託担当（平成30年4月～令和4年3月）

・著書：『歴史に学ぶ減災の知恵―建築・町並みは
こうして生き延びてきた』

（平成24年6月、学芸出版社）


